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会議の場などで，3次元形状に基づいた議論を行う場合には，ホワイトボードに図を示すなど，2
次元的な絵を描く方法や，身振り手振りなどのジェスチャ表現で形状を表現する方法が取られること
が多い．しかし，絵や手振りなどの方法では 3次元的な位置関係や，具体的な形状のイメージが第三
者に伝わりづらいため，3DCGを用いて 3次元的なイメージを共有することは有効である．議論され
る形状についての 3DCGは必ずしも用意されているわけではないのでその場で簡便にモデリング出
来るツールが必要になるが，3次元形状モデリングには専門的な技術を要し，専門的な技能を持たな
い人にとっては 3DCGを作成することは困難なものになっている．
本研究では，3次元形状モデリングの専門的な技能を持たないユーザーでも簡便に使用できるモデ
リングツールとして，一般に形状を伝える時に行うようなジェスチャで 3次元形状を生成できるジェ
スチャ動作を利用したモデリングシステムを提案する．提案システムは，ジェスチャ入力に対する形
状の分類学習により，入力形状を分析し，形状を生成するモードと，生成したオブジェクトに対して
手でのインタラクションによる変形操作を行うことで形状を生成するモードを持つ．形状を生成する
モードでは，球や立方体などの基本形状とユーザーが自由に任意の形状を表現する自由形状，3次元
的空間への描画操作による立体的な線で表現される形状の生成を行う．形状に対する変形を行うモー
ドではオブジェクトに対する移動，回転，スケールの変形を行う．生成するオブジェクト形状や行う
変形操作は，分類器の識別スコアや入力手形状によって選択される．
実装システムでは，ゲーミフィケーションを利用したコンテンツにより基本形状のジェスチャ表現
のデータを大量に収集し，得られたジェスチャ表現を利用して分類器を作成した．結果として，入力
されるジェスチャデータに対し，形状を分類するニューラルネットワークを構成し，高い識別精度を
得ることに成功した．システムの評価実験ではモデリングシステムの操作のわかりやすさ，3次元空
間への描画などは高い評価が得られ，モデリング初心者にとって使いやすいシステムであることが分
かった．
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